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栢泉 鉦治

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
は
各
地
で
例
年
に
無

く
記
録
的
な
酷
暑
が
続
き
、
災
害

も
多
発
し
た
１
年
で
し
た
。
被
災

さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
３
期
定
期
社
員
総
会
は

台
風
の
接
近
予
想
が
あ
り
ま
し
た

が
、
会
場
及
び
委
任
状
に
よ
り
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
議
案
は
原
案
の
通

り
議
決
さ
れ
ま
し
た
こ
と
ご
報
告

し
て
お
き
ま
す
。

令
和
８
年
の
新
年
に
先
立
ち
、

今
号
で
は
自
治
会
最
大
の
課
題
で

あ
っ
た
、道
路
・
水
道
施
設
等
の
共

益
施
設
の
自
治
会
へ
の
所
有
権
移

転
に
つ
い
て
進
展
が
あ
り
ま
し
た

の
で
ご
説
明
し
ま
す
。

自
治
会
は
所
有
権
移
転
登
記
の

条
件
を
得
る
為
に
令
和
５
年
４
月

に
一
般
社
団
法
人
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
を
果
た
し
ま
し
た
。

最
初
に
共
益
施
設
の
所
有
権
に

つ
い
て
理
解
を
深

め
る
意
味
で
裁
判

所
に
提
出
し
た
訴

状
を
基
に
説
明
し

て
お
き
ま
す
。「
那

須
町
や
那
須
塩
原

市
の
別
荘
地
を
分

譲
し
管
理
し
て
い

た
東
昭
観
光
開
発

（
株
）が
１
９
７
４

（
昭
和
49
）年
に
、

会
社
更
生
手
続
に

よ
っ
て
事
実
上
破

綻
し
た
際
、
当
該

別
荘
地
や
住
宅
地

を
管
理
す
る
任
意

団
体
と
し
て
、
１
９
７
５
（
昭
和

50
）
年
に
当
時
の
会
員
等
で
東
昭

自
治
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
共

益
施
設
は
、
自
治
会
や
会
員
の
た

め
の
水
道
施
設
や
道
路
の
用
に
供

す
る
目
的
で
東
昭
観
光
開
発（
株
）

が
所
有
し
て
い
ま
し
た
が
、
破
綻

に
よ
っ
て
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
る

可
能
性
が
生
じ
ま
し
た
。
仮
に
共

益
施
設
が
破
綻
の
混
乱
の
な
か
で

第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
自
治
会
の
管
理
や
会
員
の

日
常
生
活
に
極
め
て
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
治
会
は
、
道
路

や
水
道
施
設
の
用
に
供
す
る
本
件

土
地
を
安
定
的
に
維
持
し
て
、
会

員
の
日
常
生
活
の
便
益
を
保
全
す

る
べ
く
、
自
ら
を
法
人
化
し
て
、

本
件
土
地
を
取
得
し
、
登
記
名
義

人
と
な
る
方
法
を
検
討
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
は
自
治

会
を
法
人
化
す
る
準
備
が
整
わ

ず
、
結
論
と
し
て
、
本
件
土
地

は
、
実
質
的
に
は
自
治
会
が
所
有

す
る
も
の
の
、
登
記
名
義
に
つ
い

て
は
本
件
土
地
の
登
記
名
義
人
と

な
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
す
る

昭
友
管
財
（
有
）
と
い
う
会
社
を

設
立
し
て
登
記
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
昭
友

管
財
（
有
）
は
、
自
治
会
が
当
時

任
意
団
体
で
あ
る
が
故
に
本
件
土

地
に
つ
き
自
治
会
名
義
で
の
登
記

が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
自
治
会

の
た
め
に
登
記
名
義
人
と
な
る
目

的
で
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
っ

て
、
本
件
土
地
の
真
の
所
有
者
は

登
記
名
義
に
か
か
わ
ら
ず
昭
友
管

財
（
有
）
で
は
な
く
自
治
会
で
あ

る
。」
と
の
主
張
を
裁
判
所
に
提

訴
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
裁
判

所
か
ら
、„
真
正
な
登
記
名
義
の

回
復
を
原
因
と
す
る
昭
友
管
財

（
有
）持
分
の
全
部
移
転
登
記
を
す

る
こ
と
等„

の
和
解
案
が
示
さ

れ
、
自
治
会
は
令
和
７
年
10
月
に

正
式
に
受
理
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
今
後
、
道
路
・
水
道
施
設
等

の
共
益
施
設
の
自
治
会
移
転
登
記

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
飲
料
水
に
混

入
す
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
環
境

省
は
令
和
８
年
度
か
ら
定
期
的
な

検
査
を
義
務
化
す
る
と
の
報
告
を

受
け
て
、
自
治
会
で
は
昨
年
早
急

に
各
井
戸
水
の
検
査
を
実
施
し
、

異
常
な
し
の
結
果
で
あ
っ
た
事
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
自
治
会
の
将
来
を
見
据

え
、次
な
る
自
治
会
の
課
題
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

今
年
も
ご
家
族
に
と
っ
て
ご
多

幸
な
年
で
あ
り
ま
す
様
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。
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長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
「
道
路
・
水
道
施
設
等
」
の

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
「
道
路
・
水
道
施
設
等
」
の

所
有
権
問
題
が
解
決
し
ま
し
た
。

所
有
権
問
題
が
解
決
し
ま
し
た
。

代
表
理
事

代
表
理
事
　　
細
田
宏

細
田
宏
（
神
明
平
）

（
神
明
平
）

第
３
回
定
期
社
員
総
会
は
全
て
の
議
案
が
承
認・議
決
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

第
３
回
定
期
社
員
総
会
は
全
て
の
議
案
が
承
認・議
決
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

今
号
で
は
社
員
総
会
で
の
提
案
・
審
議
内
容
を
中
心
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

今
号
で
は
社
員
総
会
で
の
提
案
・
審
議
内
容
を
中
心
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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▲熊谷理事により２期事業報告が
行われました。

社
員
総
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

社
員
総
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
３
回
社
員
総
会
は
令
和
７
年

９
月
６
日
（
土
）
に
那
須
塩
原
市

の
大
正
堂
く
ろ
い
そ
み
る
ひ
ぃ
小

ホ
ー
ル
で
、
本
人
出
席
25
名
、
書

面
表
決
者
５
２
２
名
、
管
理
規
約

で
規
定
し
て
い
る
１
／
５
以
上
の

社
員
出
席
に
よ
り
適
法
に
成
立
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
議
案
の
議
決
結
果
は
表
を
用

い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て

の
議
案
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
ど

お
り
承
認
議
決
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
議
案
は
２
期
事
業
・
収
支
決

算
報
告
で
す
。事
業
実
績
と
し
て

●
全
分
譲
地
対
象
と
し
た
環
境
保
全
で
は

1.
側
道
１
ｍ
の
下
草
刈
り（
24
分
譲
地
）

2.
枯
葉
清
掃
（
24
分
譲
地
）

3.
除
草
剤
作
業
（
22
分
譲
地
）

4.
土
地
社
員
向
け
下
草
刈
り（
２
９
４
件
）

5.
消
火
栓
点
検
（
24
分
譲
地
）

6.
土
地
社
員
へ
の
現
状
写
真
報
告

（
７
２
２
件
）

7.
道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
の
枝
切
��������������������������������������

▲社員総会は細田代表理事による
挨拶からはじまりました。

���������

（
20
分
譲
地
）

●
突
発
／
緊
急
を
要
す
る
事
業
で
は

1.
道
路
修
繕
11
分
譲
地（
玉
鳳
台
、

玉
取
平
、五
峰
苑
、秋
鳳
苑
、小
深

堀
、白
沢
橋
１
期
、３
期
、緑
の

郷
、豊
原
、新
野
鳥
苑
、箭
松
苑
）

2.
危
険
倒
木
対
応
（
22
件
）

3.
街
路
灯
玉
切
れ
の
交
換（
44
件
）

4.
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
の
交
換
（
20
件
）

5.
漏
水
修
繕
（
43
カ
所
）

6.
側
溝
修
繕
（
り
ん
ど
う
湖
村
）

7.
除
雪 

延
べ
17
回
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
計
画
的
に
行
う
事
業
で
は
、

1.
受
水
槽
の
清
掃（
小
深
堀
、玉
鳳
台
）

2.
ポ
ン
プ
劣
化
調
査（
全
分
譲
地
）

3.
制
御
盤
更
新（
豊
原
、五
峰
苑
、青
木
）

4.
井
戸
ポ
ン
プ
交
換（
青
木
）

5.
井
戸
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ（
神
明
平
）

6.
圧
力
タ
ン
ク
室
増
設（
お
お
と
り
苑
）

7.
分
譲
地
の
看
板
更
新（
残
り
の
22

分
譲
地
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

続
い
て
収
支
決
算
報
告
に
入
り

福
田
専
務
理
事
か
ら
、「
正
味
財
産

▲那須温泉神社例大祭は約 1390 年の歴史をもつ那須温泉に
古くから伝わる儀式として、毎年 10 月 8 日､ 9 日の 2 日間に
わたり行われます。（出典元 那須温泉神社）
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増
減
計
算
書
」
を
用
い
て
２
期
の

決
算
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
経
常
収
益（
受
取
会
費
・
雑
収
入

等
）総
額
で
は
９
４
，５
５
９
，

８
０
５
円
と
な
り
前
年
度
に
対

し
て
１
９
３
，０
７
４
円
の
減
収

に
な
り
ま
し
た
が
、
計
画
比

１
０
８
％
で
す
。

●
経
常
費
用（
管
理
費
）総
額
で
は

８
３
，９
２
３
，６
７
３
円
と
な

り
、計
画
比
95
％
に
な
り
ま
し

た
。最
終
的
に
正
味
財
産
期
末
残

高
は
６
４
，３
９
０
，６
３
３
円

に
な
り
、
前
年
末
に
対
し
て

１
０
，５
６
１
，５
３
２
円
の
増

加
に
な
り
ま
し
た
。

●
貸
借
対
照
表
で
は
、資
産
及
び
負
債

と
も
に
１
３
１
，０
５
８
，４
３
０

円
と
な
り
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
自
治
会
だ
よ
り
５
号
の

【
監
査
報
告
書
】に
„
監
査
役„

と

の
誤
記
が
あ
っ
た
事
の
お
詫
び
と
訂

正
が
あ
り
、あ
ら
た
め
て
松
川
監
事

よ
り
法
人
の
財
産
お
よ
び
損
益
の

状
況
は
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て

適
正
に
示
し
て
い
る
と
認
め
る
。と

の
会
計
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
議
案
の
理
事
・
監
事
の
選
任

を
行
う
前
に
令
和
６
年
度
を
も
っ
て

辞
任
す
る
理
事
の
紹
介
の
後
、新
し
い

理
事
・
監
事
候
補
の
紹
介
と
挨
拶
の

後
に
、賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
議
決

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。任
期
は
令
和
９

年
社
員
総
会
ま
で
と
な
り
ま
す
。

代
表
理
事 

細
田　

宏 （
神
明
平
） 

重
任
２
年

専
務
理
事 

福
田
和
久 （
箭
松
苑
） 

重
任
２
年

理
事　
　

 

熊
谷
秀
志 （
青
木
） 　
重
任
２
年

理
事　
　

 

船
木
敬
蔵 （
玉
取
平
） 

重
任
２
年

理
事　
　

 

町
田　

稔 （
青
木
） 　
重
任
２
年

理
事　
　

 

佐
藤
元
広 （
青
木
） 　
新
任
２
年

監
事　
　

 

松
川
哲
夫 （
小
深
堀
） 

重
任
２
年

第
３
議
案
は
、
理
事
・
監
事
の

業
務
を
よ
り
継
続
性
あ
る
、
さ
ら

に
責
任
あ
る
業
務
に
す
る
た
め
に

管
理
規
約
第
38
条
（
日
当
）
の
変

更
提
案
が
な
さ
れ
、
賛
成
多
数
に

よ
り
承
認
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

改
定
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
日
当　

理
事
会
出
席

　
　
　
　
　

２
，５
０
０
円
／
回

●
業
務
遂
行
時
・
時
給

　
　
　
　

１
，５
０
０
円
／
時
間

●
手
当　

代
表
理
事 

２
万
円
／
月

　
　
　
　

専
務
理
事 

５
万
円
／
月

第
４
議
案
の
３
期
事
業
計
画
案

の
提
案
で
は

●
全
分
譲
地
を
対
象
と
す
る
環
境
保
全

1.
側
道
約
１
ｍ
の
下
刈
り

2.
道
路
枯
葉
清
掃

3.
除
草
剤
散
布
作
業

4.
土
地
会
員
向
け
下
刈
り
促
進

5.
消
火
栓
点
検

6.
土
地
会
員
へ
の
現
状
写
真
報
告

7.
道
路
に
は
み
出
し
た
枝
切

●
突
発
的
で
緊
急
を
要
す
る
事
後
保
全

1.
舗
装
道
及
び
砂
利
道
補
修

2.
危
険
倒
木
対
応

3.
街
路
灯
の
蛍
光
管
玉
切
れ
交
換

4.
街
路
灯
器
具
破
損
時
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換

5.
漏
水
箇
所
の
修
理
と
修
理
後
の
舗
装

6.
側
溝
修
繕

7.
除
雪

●
計
画
的
に
行
う
予
防
保
全

1.
配
水
槽
清
掃（
室
の
井
、玉
鳳
台
１
期
）

2.
ポ
ン
プ
劣
化
調
査（
全
分
譲
地
） 

3.
制
御
盤
更
新（
策
定
中
）

4.
仕
切
り
弁
交
換（
青
木
）

5.
Ｌ
Ｅ
Ｄ
計
画
設
置（
１
０
０
灯
） 

6.
雨
水
対
策
流
末
工
事（
玉
取
平
、

秋
鳳
苑
、小
深
堀
、豊
原
）

7.
井
戸
送
水
管
布
設
換（
玉
鳳
台
２
期
）

8.
配
水
施
設
修
繕（
計
画
中
）等
の

事
業
計
画
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

３
期
収
支
予
算
案
で
は
、収
入
は

ベ
ー
ス
と
な
る
正
会
員
数
を
１
，

２
９
２
名
と
し
て
会
費
収
入
を
計

画
。合
わ
せ
て
特
別
会
費
等
の
収
入
を

合
計
し
て
経
常
収
入
合
計
は
８
８
，

０
７
３
，８
４
０
円
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
、経
常
費
用（
管
理
費
）は
電

気
代
、燃
料
代
、修
繕
備
品
等
の
値

上
げ
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、緊
急

時
対
応
予
算
と
し
て
予
備
費
を
計

上
し
て
９
４
，０
７
３
，８
４
０
円

と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。従
っ
て

当
期
利
益
は
▲
６
百
万
円
と
な
り

ま
す
が
、不
足
分
は
前
期
末
残
高
で

対
応
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
と
な
っ
て
３
年
目

と
な
る
令
和
７
年
度
は
、７
名
の
理

事
・
監
事
と
６
名
の
事
務
局
に
よ
り

東
昭
自
治
会
の
安
定
し
た
運
営
に

向
け
て
、尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。社

員
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
那
須
の

分
譲
地
を
維
持
管
理
し
て
い
く
事

の
意
義
を
再
確
認
し
た
社
員
総
会

と
な
り
ま
し
た
。

議
事
進
行
等
の
詳
細
を
ご
覧
に

な
り
た
い
方
は
３
期
定
期
社
員
総

会
議
事
録
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

�������������������������������������������������������������������������
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▲福田専務理事により管理規約
一部改定提案が行われました。

▲松川監事から監査報告が行われ
ました。

▲福田専務理事から今期の収支
計画提案が行われました。

【
総
会
審
議
内
容
】

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
総
会
当
日
出
席
者
や
委
任
状
か
ら
の
ご
意
見
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。出
席
者
へ
の
回
答
は「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
３
期
社
員

総
会
議
事
録
」を
参
照
し
て
下
さ
い
。委
任
状
で
の
ご
意
見
は
紙
面
の
関
係

で
集
約
し
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

●
出
席
者
か
ら
の
ご
意
見

◎
第
３
号
議
案
（
管
理
規
約
第
38
条
日
当
の
改
定
）

・
役
員
や
理
事
は
大
変
な
業
務
で
あ
り
責
任
を
も
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
。役
職

に
見
合
っ
た
報
酬
は
当
然
で
あ
る
と
思
う
。報
酬
は
専
務
理
事
よ
り
も
代
表
理

事
の
方
が
高
額
に
な
る
と
考
え
る
。ま
た
、年
俸
制
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

・
理
事
の
仕
事
は
プ
ロ
パ
ー
的
な
仕
事
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
報
酬
が
安
い
と

感
じ
て
い
る
。今
回
の
質
疑
を
来
期
の
課
題
と
し
て
更
に
検
討
し
て
欲
し
い
。

◎
第
４
号
議
案
（
３
期
事
業
計
画
）

・
事
業
計
画
の
説
明
の
中
で
は
「
環
境
保
全
に
重
点
を
置
く
」
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
も
う
少
し
現
場
確
認
を
し
っ
か
り
や
っ
て
欲
し
い
。
土
地
の
下

草
刈
り
は
所
有
者
の
責
任
で
あ
り
、
車
道
と
歩
道
は
自
治
会
の
管
理
範
囲
で

あ
る
の
で
そ
ち
ら
を
優
先
し
て
欲
し
い
。
見
苦
し
い
所
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
降
水
時
に
は
側
溝
の
端
末
が
詰
ま
り
雨
水
が
あ
ふ
れ
る
状
況
も
あ

る
。
環
境
保
全
を
ど
こ
ま
で
や
る
の
か
考
え
て
欲
し
い
。

●
委
任
状
で
は
肯
定
的
な
ご
意
見

を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

理
事
会
、事
務
局
一
同
、今
後
も
分

譲
地
の
維
持
管
理
に
向
け
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問
や
ご
意
見
へ
の
回
答
は
以
下

に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

・
道
路
修
繕
や
草
刈
り
等
の
環
境
保
全

は
会
費
転
嫁
を
し
な
い
よ
う
に
優
先

を
付
け
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
隣
地
の
越
境
枝
対
応
は
自
治
会

だ
よ
り
３
号
の
「
事
務
局
か
ら
の
お

知
ら
せ
」
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

・
草
勢
の
強
い
場
所
は
、
草
刈
り
だ
け

で
は
、
直
ぐ
に
伸
び
て
し
ま
う
た
め
宅

地
付
近
に
注
意
し
て
、
除
草
剤
を
散
布

し
て
お
り
ま
す
。
散
布
を
や
め
る
場
合

に
は
当
該
分
譲
地
単
位
で
お
話
合
い
の

上
で
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
、
対
応
い
た
し
ま
す
。

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
口
座
は
振
替
口
座
の

た
め
限
度
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、

ゆ
う
ち
ょ
口
座
内
の
災
害
積
立
金
は
別

口
座
に
振
替
え
て
行
く
予
定
で
す
。

・
理
事
・
監
事
の
職
務
と
権
限
は
管
理

規
約
第
28
条
に
規
定
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
上
で
理
事
は
事
務
局
を
統
括
し
て

自
治
会
運
営
業
務
を
直
接
担
当
す
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
組
織
を
今
後
も
継
続

す
る
た
め
の
一
つ
と
し
て
会
費
転
嫁
し

な
い
形
で
、
役
職
で
は
な
く
、
業
務
内

容
や
量
を
基
に
改
定
内
容
を
提
案
し
ま

し
た
。
紙
面
の
関
係
で
詳
細
は
議
事
録

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
理
事
会
は
第
35
、36
、37
条
の
規
定
に

よ
り
開
催
・
審
議
さ
れ
ま
す
。
決
議
さ

れ
た
内
容
は
社
員
総
会
に
提
案
さ
れ
ま

す
。
尚
、
審
議
内
容
は
個
人
情
報
を
含

む
た
め
公
開
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
委
任
状
か
ら
の
ご
意
見 

（
全
体
で
１
１
５
件
の
質
問
・
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
集
約
し
て
記
載
し
て
い
ま
す
。）

・
役
員
・
理
事
の
方
ご
苦
労
様
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
（
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
）

・
自
治
会
だ
よ
り
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

・
道
路
の
修
繕
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
隣
地
の
伸
び
た
木
が
気
に
な
り
ま
す
。

・
除
草
剤
の
散
布
は
や
め
て
下
さ
い
。

・
水
道
施
設
や
道
路
の
昭
友
管
財
と
の
対
応
と
見
込
を
教
え
て
下
さ
い
。

・
預
金
が
ゆ
う
ち
ょ
の
限
度
額
を
超
え
て
い
ま
す
。

・
会
費
の
値
上
げ
に
つ
な
が
る
第
38
条
の
改
定
は
反
対
し
ま
す
。

・
自
治
会
の
理
事
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。

・
理
事
会
の
開
催
日
や
内
容
を
開
示
し
て
欲
し
い
。

・
理
事
会
議
事
録
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
開
示
を
お
願
い
し
た
い
。

〖第１議案〗２期事業報告・収支決算報告
賛成 544 反対 ２ 棄権 1

出席者 書面表決 出席者 書面表決
24 520 0 2

〖第２議案〗理事・監事の選任
賛成 542 反対 4 棄権 1

出席者 書面表決 出席者 書面表決
24 518 0 4

〖第３議案〗管理規約の一部改定
賛成 531 反対 14 棄権 1

出席者 書面表決 出席者 書面表決
21 510 2 12

〖第４議案〗３期事業計画・収支決算計画
賛成 540 反対　２ 棄権 1

出席者 書面表決 出席者 書面表決
20 520 0 2


